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1.  平成23年5月期第2四半期の連結業績（平成22年6月1日～平成22年11月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年5月期第2四半期 21,650 △0.5 1,506 114.8 1,514 90.3 786 44.0
22年5月期第2四半期 21,749 △2.7 701 △27.6 796 602.3 546 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年5月期第2四半期 17.12 ―

22年5月期第2四半期 11.89 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年5月期第2四半期 83,320 71,928 86.2 1,564.06
22年5月期 85,740 73,236 85.3 1,592.64

（参考） 自己資本   23年5月期第2四半期  71,830百万円 22年5月期  73,144百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年5月期 ― 10.00 ― 10.00 20.00
23年5月期 ― 10.00

23年5月期 
（予想）

― 10.00 20.00

3.  平成23年5月期の連結業績予想（平成22年6月1日～平成23年5月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 47,000 1.0 2,000 19.4 2,200 19.9 1,300 29.9 28.31



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績
は、今後様々な要因によって予測数値と異なる結果になる可能性があります。業績予想に関連する事項については、４ページ「１．当四半期の連結業績等
に関する定性的情報」（３）連結業績予想に関する定性的情報をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】５ページ「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年5月期2Q 48,410,750株 22年5月期  48,410,750株

② 期末自己株式数 23年5月期2Q  2,484,775株 22年5月期  2,484,204株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年5月期2Q 45,926,316株 22年5月期2Q  45,927,620株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

  

  

当第２四半期累計期間（平成２２年６月１日～平成２２年１１月３０日）においては、先進国の財政面での需

要刺激策効果が減退してきたことに加え、新興国の金融緩和路線修正の動きもあり、世界経済の成長ペースは幾分

鈍化しつつあります。まず、中国経済は、輸出が若干減速気味ですが、依然内需が強く、１０％前後の高成長を続

けています。アジア諸国も中国と同様に内需主導の景気拡大を維持しております。一方、米国では、個人消費のほ

か企業の設備投資も緩やかに増加していますが、雇用情勢は引き続き厳しい状況となっています。欧州も輸出が好

調なドイツを中心に全体としては緩やかな回復を辿っていますが、周辺国の財政問題という不安材料を抱えていま

す。わが国経済は、好調な輸出を背景とした景気改善の動きにも夏ごろから一服感が見られ、また、足もとの急速

な円高進行による輸出への影響も懸念されております。  

当種苗業界におきましても、国内需要は横ばいの状態ですが、新興国を中心に野菜種子、花種子に対する海外

での需要は拡大を続けています。消費動向や猛暑の影響で、国内小売事業が伸び悩む中、当社グループは、海外、

国内卸売事業において、野菜では、ブロッコリー、トマト、キャベツ、ニンジン、ホウレンソウ、ネギ等の戦略商

品が順調に売上を伸ばしました。花においても、切り花ではトルコギキョウ等に新品種を投入し、またプリムラ、

キンギョソウ等の花壇、鉢物にも販売努力を傾注したことにより売上の維持をはかりました。  

海外、とりわけ、北米、アジアでの野菜種子売上が拡大した結果、欧州における苗事業からの撤退の影響や円

高による売上高の目減りの影響を最小限にとどめ、当第２四半期累計期間の連結業績の売上高は２１６億５０百万

円（前年同期比９８百万円、０．５％減）となりました。一方、海外での高採算種子売上の増加と販売費及び一般

管理費の減少により、営業利益は１５億６百万円（前年同期比８億５百万円、１１４．８％増）、経常利益も１５

億１４百万円（前年同期比７億１８百万円、９０．３％増）とそれぞれ増益になりました。前年同期に比べ投資有

価証券評価損が増大したことから四半期純利益は、７億８６百万円（前年同期比２億４０百万円、４４．０％増）

となりました。  

当第２四半期累計期間の海外連結子会社等の四半期財務諸表項目（収益及び費用）の主な為替の換算レートは

次のとおりです。なお、第１四半期の連結対象期間は平成２２年４月１日から平成２２年６月３０日までであり、

第２四半期の連結対象期間は平成２２年７月１日から９月３０日までです。  

  

注：（ ）内は前年同期の換算レート 

  

セグメント別の概況 

 セグメント別の業績は次のとおりです。  

①国内卸売事業  

 国内卸売事業は、資材、野菜種子が健闘したものの、花種子が落ち込みました。野菜種子分野は、ネギ、ブロッ

コリー、ホウレンソウ、トマト等の主力商品が堅調に推移しましたが、花種子分野は、パンジーの不振が続いてお

ります。資材では、猛暑の影響もあり、寒冷紗、ネット類の被覆資材や散水資材が好調となりました。 

 これらの結果、売上高は、前年同期比６０百万円（同０．８％）増の７７億３５百万円となり、営業利益は同比

８６百万円（同２．６％）減の３２億５２百万円と増収減益になりました。  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

  

売上高 営業利益 経常利益 

  

四半期 

純利益 

（百万円） 

  

１株当たり 

四半期純利益

（円） （百万円） （百万円） （百万円） 

２３年５月期 

第２四半期累計期間 
21,650 1,506 1,514 786 17.12 

２２年５月期 

第２四半期累計期間 
21,749 701 796 546 11.89 

増減率 △0.5％ 114.8％ 90.3％ 44.0％ － 

  第１四半期 第２四半期 

米ドル 88.51円（96.02円） 83.82円（90.21円） 

ユーロ 107.79円（135.51円） 114.21円（131.68円） 
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②海外卸売事業 

 海外卸売事業は、欧州を除く各地域で、海外現地通貨ベースでも、円ベースでも前年同期比増収となりました。

北米、アジアが業績を牽引し、南米は横ばいに推移しました。野菜種子分野は、とくに北米とアジアが好調です。

花種子分野は、北米で主力商品の低迷が続いておりますが、欧州、アジアが健闘し、南米では横ばいでした。苗木

分野は、欧州で前期に事業撤退を行ったことにより減収になりました。  

 これらの結果、売上高は、前年同期比２億９３百万円（同３．６％）増の８５億５８百万円となり、苗事業撤退

による営業費用の減少等により営業利益は同比１０億８３百万円（同１３０．８％）増の１９億１２百万円と増収

増益になりました。  

③小売事業  

 ホームガーデン分野の売上は、球根が堅調に推移したものの、猛暑の影響もあって、花苗、園芸資材の売上が減

少し、野菜種子、花種子も奮わなかった結果、全体では前年同期比減収となりました。通信販売分野は、全般的に

低調で同比減収となりました。ガーデンセンターも、猛暑で来店客数が伸びず、弱含みに推移しました。  

 これらの結果、売上高は前年同期比３億６２百万円（同６．５％）減の５２億１０百万円となり、営業損益は、

同比１億８百万円悪化し、引続き３億９８百万円の損失（前年同期は営業損失２億９０百万円）を計上しました。

④その他  

 造園分野は、花景観グループが冷蔵チューリップで売上を伸ばしたものの、環境グループは前期受注した大型造

園工事実績の落ち込みもあり、全体として低位に推移しました。  

 これらの結果、売上高は前年同期比９０百万円（同３８．４％）減の１億４５百万円となり、営業損益は同比３

６百万円悪化し、１０百万円の損失（前年同期は営業利益２６百万円）を計上しました。  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

（連結財政状態） 

  

①資産の部  

 当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ２４億２０百万円減少し８３３億２０

百万円となりました。これは主に現金及び預金が２２億７１百万円増加、受取手形及び売掛金が２６億４８百万

円、有形固定資産が６億２１百万円、投資有価証券が１３億６７百万円減少したこと等によるものです。  

②負債の部  

 負債合計は、前連結会計年度末に比べ１１億１２百万円減少し１１３億９２百万円となりました。これは主に支

払手形及び買掛金が３億６４百万円、その他流動負債が６億８６百万円減少したこと等によるものです。  

③純資産の部  

 純資産合計は、前連結会計年度末に比べ１３億７百万円減少し７１９億２８百万円となりました。これは主に利

益剰余金が３億２６百万円増加し、その他有価証券評価差額金が３億５百万円、為替相場が円高に振れたため為替

換算調整勘定が１３億３４百万円減少したこと等によるものです。  

 以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末の８５．３％から８６．２％となりました。  

  

前連結会計年度末 
当第２四半期 

連結会計期間末 
増 減 

総資産（百万円） 85,740 83,320 △2,420 

純資産（百万円） 73,236 71,928 △1,307 

自己資本比率 85.3％ 86.2％ 0.9％ 

１株当たり純資産（円） 1,592.64 1,564.06 △28.58 

借入金の残高（百万円） 2,625 2,376 △248 
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（連結キャッシュ・フローの状況） 

  

連結キャッシュ・フローの状況  

 当第２四半期末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)の残高は、前第２四半期末に比べ４百万円

増加し、９０億１０百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりでありま

す。  

（営業活動によるキャッシュ・フロー）  

 営業活動によって得られた資金は３１億３１百万円（前年同期比３億４４百万円減）となりました。これは主

に、税金等調整前四半期純利益８億円、減価償却費９億２５百万円、売上債権の減少による資金の増加２３億１６

百万円、たな卸資産の増加による資金の減少９億８２百万円等です。  

（投資活動によるキャッシュ・フロー）  

 投資活動によって使用した資金は４億３５百万円（前年同期得られた資金は３億８７百万円）となりました。こ

れは主に、定期預金の純増による支出４億１３百万円、有形固定資産の取得による支出８億２８百万円、有形固定

資産の売却による収入２億４１百万円、有価証券の償還による収入３億円、投資有価証券の償還による収入２億円

等です。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）  

 財務活動によって使用した資金は５億５０百万円（前年同期比３億４１百万円増）となりました。これは主に、

配当金の支払額４億６２百万円等です。  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 通期の業績予想につきましては、最近の平成２２年５月期決算短信（平成２２年７月１５日発表）により開示を

行った業績予想から変更はありません。業績等に影響を与える事業等のリスクについても、最近の有価証券報告書

（平成２２年８月２７日提出）により開示を行った内容から重要な変更はありません。なお、通期為替レートにつ

きましては、米ドルは期初の９０円から８３円/ＵＳ＄、ユーロは期初の１１０円から１０８円/ユーロに修正をし

ております。 

  第２四半期累計期間 
増減 

（百万円） ２２年５月期 

（百万円） 

２３年５月期 

（百万円） 

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,475 3,131 △344  

投資活動によるキャッシュ・フロー 387 △435 △823  

財務活動によるキャッシュ・フロー △209 △550 △341  
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（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①簡便な会計処理  

（棚卸資産の評価方法） 

 棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下

げを行う方法によっております。 

（固定資産の減価償却費の算定方法） 

 減価償却の方法として定率法を採用している場合に、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定す

る方法によっております。 

（法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法） 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会計年度以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況に

著しい変化がないと認められる場合に、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニン

グを利用する方法によっております。 

  

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理  

（税金費用の計算） 

 当社及び主たる国内連結子会社の税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前

当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗

じて計算しております。 

 なお、当社及び主たる国内連結子会社の法人税等調整額は、法人税、住民税及び事業税に含めて表示しておりま

す。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①資産除去債務に関する会計基準の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用し

ております。 

 これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益は１百万円減少し、税金等調整前四半期純利益

が31百万円減少しております。 

  

②表示方法の変更 

（四半期連結損益計算書） 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用によ

り、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。 

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年５月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 14,702 12,430

受取手形及び売掛金 10,101 12,750

有価証券 60 330

商品及び製品 15,107 14,890

仕掛品 929 952

原材料及び貯蔵品 1,814 1,871

未成工事支出金 110 16

繰延税金資産 1,115 862

その他 2,065 2,140

貸倒引当金 △216 △228

流動資産合計 45,791 46,017

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 25,508 26,110

減価償却累計額 △15,598 △15,687

建物及び構築物（純額） 9,910 10,422

機械装置及び運搬具 8,240 8,319

減価償却累計額 △6,892 △6,939

機械装置及び運搬具（純額） 1,347 1,380

土地 13,810 14,039

建設仮勘定 940 785

その他 2,409 2,392

減価償却累計額 △1,901 △1,882

その他（純額） 507 509

有形固定資産合計 26,517 27,138

無形固定資産 1,192 1,460

投資その他の資産   

投資有価証券 8,461 9,828

長期貸付金 258 270

繰延税金資産 691 568

その他 609 792

貸倒引当金 △200 △335

投資その他の資産合計 9,820 11,124

固定資産合計 37,529 39,723

資産合計 83,320 85,740
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年５月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,069 2,433

短期借入金 1,446 1,613

未払法人税等 547 357

繰延税金負債 31 35

役員賞与引当金 － 8

その他 3,397 4,083

流動負債合計 7,491 8,533

固定負債   

長期借入金 930 1,011

繰延税金負債 147 173

退職給付引当金 1,482 1,470

役員退職慰労引当金 302 289

負ののれん 5 5

その他 1,033 1,020

固定負債合計 3,900 3,971

負債合計 11,392 12,504

純資産の部   

株主資本   

資本金 13,500 13,500

資本剰余金 10,823 10,823

利益剰余金 55,562 55,235

自己株式 △3,333 △3,333

株主資本合計 76,552 76,225

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △154 151

為替換算調整勘定 △4,566 △3,232

評価・換算差額等合計 △4,721 △3,081

少数株主持分 97 91

純資産合計 71,928 73,236

負債純資産合計 83,320 85,740
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(平成21年６月１日から 
 平成21年11月30日まで) 

当第２四半期連結累計期間 
(平成22年６月１日から 
 平成22年11月30日まで) 

売上高 21,749 21,650

売上原価 10,869 10,170

売上総利益 10,879 11,479

販売費及び一般管理費 10,178 9,972

営業利益 701 1,506

営業外収益   

受取利息 76 61

受取配当金 163 160

受取賃貸料 110 88

負ののれん償却額 3 0

その他 61 50

営業外収益合計 414 363

営業外費用   

支払利息 31 44

為替差損 238 284

その他 49 25

営業外費用合計 320 355

経常利益 796 1,514

特別利益   

固定資産売却益 7 7

投資有価証券売却益 417 28

投資有価証券償還益 － 82

その他 17 10

特別利益合計 442 129

特別損失   

減損損失 49 2

投資有価証券評価損 376 770

その他 67 71

特別損失合計 493 844

税金等調整前四半期純利益 745 800

法人税、住民税及び事業税 477 300

法人税等調整額 △290 △295

法人税等合計 187 5

少数株主損益調整前四半期純利益 － 794

少数株主利益 12 8

四半期純利益 546 786
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(平成21年６月１日から 
 平成21年11月30日まで) 

当第２四半期連結累計期間 
(平成22年６月１日から 
 平成22年11月30日まで) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 745 800

減価償却費 964 925

負ののれん償却額 △3 △0

貸倒引当金の増減額（△は減少） △16 8

受取利息及び受取配当金 △239 △222

支払利息 31 44

為替差損益（△は益） 77 36

減損損失 49 2

投資有価証券売却損益（△は益） △417 △28

投資有価証券評価損益（△は益） 376 770

投資有価証券運用損益（△は益） △15 －

投資有価証券償還損益（△は益） － △82

売上債権の増減額（△は増加） 2,838 2,316

たな卸資産の増減額（△は増加） △357 △982

仕入債務の増減額（△は減少） 14 △100

未払金の増減額（△は減少） △1,178 △875

その他 454 450

小計 3,321 3,061

利息及び配当金の受取額 239 217

利息の支払額 △31 △44

法人税等の還付額 115 137

法人税等の支払額 △169 △240

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,475 3,131

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △399 △950

定期預金の払戻による収入 276 536

有価証券の売却による収入 41 －

有形固定資産の取得による支出 △418 △828

有形固定資産の売却による収入 42 241

無形固定資産の取得による支出 △61 △24

有価証券の償還による収入 188 300

投資有価証券の取得による支出 △0 △5

投資有価証券の売却による収入 754 72

投資有価証券の償還による収入 50 200

その他 △87 21

投資活動によるキャッシュ・フロー 387 △435

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △860 △48

長期借入れによる収入 932 －

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △232 △462

その他 △48 △38

財務活動によるキャッシュ・フロー △209 △550

現金及び現金同等物に係る換算差額 49 △228

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,702 1,916

現金及び現金同等物の期首残高 5,304 7,093

現金及び現金同等物の四半期末残高 9,006 9,010
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該当事項はありません。  

  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕  

前第２四半期連結累計期間（平成21年６月１日から 平成21年11月30日まで） 

（注）事業区分の方法及び各事業の内容 

当社グループの事業区分の方法は、内部管理上採用している区分によっております。 

また、これら事業区分の内容は次のとおりであります。 

  

  

〔所在地別セグメント情報〕   

前第２四半期連結累計期間（平成21年６月１日から 平成21年11月30日まで）  

（注）地域は、地理的近接度及び事業活動の相互関連性等を考慮して区分しております。 

    日本以外の区分に属する主な地域の内訳は次のとおりであります。 

(1）北米……………アメリカ合衆国、メキシコ合衆国ほか 

(2）欧州……………オランダ王国、フランス共和国、英国、スペイン王国、デンマーク王国ほか 

(3）その他地域……タイ王国、ブラジル連邦共和国、チリ共和国、南アフリカ共和国、大韓民国ほか 

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

   
卸売事業

（百万円） 
小売事業
（百万円） 

その他事業
（百万円） 

計
（百万円） 

消去又は 
全社 
（百万円） 

連結
（百万円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高 15,939 5,573 236  21,749  － 21,749

(2）セグメント間の内部売上高又は振替高 61 0 72  134  △134 －

計 16,000 5,573 309  21,883  △134 21,749

営業利益又は営業損失 (△) 3,435 △375 24  3,085  △2,383 701

事業区分 事業の内容 

卸売事業 
種苗会社・生産者への園芸商材（野菜種子・花種子・

球根・苗木・農園芸資材）の卸売 

小売事業 

ホームセンター・通信販売・直営園芸店を通じた園芸

愛好家への園芸商材（野菜種子・花種子・球根・苗

木・農園芸資材）の販売 

その他事業 造園工事・その他 

  
日本 

（百万円）
北米

（百万円）
欧州

（百万円）
その他地域
（百万円）

計 
（百万円） 

消去又は 
全社 
（百万円） 

連結
（百万円）

売上高               

(1）外部顧客に対する売上高 14,373 2,264 3,077 2,033  21,749  － 21,749

(2）セグメント間の内部売上高又は振替高 1,216 486 307 859  2,869  △2,869 －

計 15,590 2,751 3,385 2,892  24,619  △2,869 21,749

営業利益又は営業損失 (△) 3,142 △293 95 137  3,081  △2,380 701
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〔海外売上高〕  

前第２四半期連結累計期間（平成21年６月１日から 平成21年11月30日まで）  

（注）１．地域は、地理的近接度により区分しております。 

   各区分に属する主な地域の内訳は次のとおりであります。 

(1）北米……………アメリカ合衆国、メキシコ合衆国ほか 

(2）欧州……………オランダ王国、フランス共和国、英国、スペイン王国、デンマーク王国ほか 

(3）その他地域……タイ王国、ブラジル連邦共和国、チリ共和国、南アフリカ共和国、大韓民国ほか 

２．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高であります。 

  北米 欧州 その他地域 計 

Ⅰ 海外売上高（百万円）  2,266  3,077  2,917  8,261

Ⅱ 連結売上高（百万円）  －  －  －  21,749

Ⅲ 海外売上高の連結売上高

に占める割合（％） 
 10.4  14.2  13.4  38.0
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〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要  

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源の

配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社は、主として事業の業態を基礎としたセグメントから構成されており、卸売事業については、さらに国内と海

外に区分し、「国内卸売事業」、「海外卸売事業」及び「小売事業」の３つの報告セグメントとしております。 

 各報告セグメントの事業の内容は、以下の通りです。  

 「国内卸売事業」は、野菜種子、花種子、球根、苗木及び農園芸資材等を生産もしくは仕入れ、国内の種苗会社等

へ卸販売を行っております。 

 「海外卸売事業」は、本社及び海外に所在する現地法人が、野菜種子、花種子、球根、苗木及び農園芸資材等を生

産もしくは仕入れ、海外の種苗会社等へ卸販売を行っております。  

 「小売事業」は、一般園芸愛好家を対象とした商品を仕入れ、ホームセンター向けに販売しているほか、通信販売

及び直営園芸店での販売を行っております。  

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

当第２四半期連結累計期間（平成22年６月１日から 平成22年11月30日まで）                  （単位：百万円）

（注）１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、官公庁・民間向けの造園工事の施

工、保険代理店業務、人材派遣業であります。 

２.セグメント利益又は損失（△）の調整額△3,250百万円は、セグメント間取引消去10百万円、棚卸資産の調整額

31百万円、各報告セグメントに配分していない全社費用△3,292百万円が含まれております。全社費用は、主に

報告セグメントに帰属しない親会社の研究部門及び親会社本社の管理部門に係る費用等であります。 

３.セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。  

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

 該当事項はありません。  

  

（追加情報） 

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３

月21日）を適用しております。  

  

  

該当事項はありません。  

  

  

  報告セグメント 

その他 

（注） １
合計 

調整額 

（注） ２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３ 

  
国内卸売 

事業 

海外卸売 

事業  
小売事業 計 

売上高   

外部顧客に対する売上高  7,735  8,558  5,210  21,504  145  21,650  －  21,650

セグメント間の内部売上高又は振替

高計  
 217  520  0  738  68  807  △807  －

計  7,952  9,078  5,211  22,242  214  22,457  △807  21,650

セグメント利益または損失（△）  3,252  1,912  △398  4,767  △10  4,756  △3,250  1,506

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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